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公開授業配布資料    
新潟県立大学「西洋音楽」 後期ロマン派から 20 世紀音楽へ            担当：石井玲子 

 
【授業形式】 
反転授業形式：学生は事前に、オンデマンド映像＋小テストで基本解説や演奏映像を視聴済み。対面授
業では、学生の質問への回答、映像視聴、生演奏を聴くことによる体験的理解と発展的解説を実施。 
【7 月 11 日の授業のねらい】 
19 世紀後半から 20 世紀初頭の音楽変革期を実際の音楽体験で理解する。  
3 つの重要な潮流：①国民楽派 ②標題音楽 ③調性の崩壊 

 
【授業構成】 
第 1 部：ロマン派の完成形 

 ショパン：ノクターン第 20 番 遺作（生演奏） ➡ ロマン派ピアノ音楽の極致 
 チャイコフスキー：幻想序曲「ロメオとジュリエット」（映像）➡ 標題音楽とロシア国民楽派 

第 2 部：調性の変革 
 ワーグナー：「トリスタンとイゾルデ」より「愛の死」（映像）➡ 調性崩壊への道筋 
 ヴォルフ：メーリケ歌曲集より 2 曲（生演奏） ➡ 詩と音楽の精密な結合 

第 3 部：国民楽派の展開 
 ブラームス：ハンガリー舞曲第 5 番（生演奏）➡ 19 世紀的民族音楽受容 
 バルトーク：ルーマニア民族舞曲（生演奏）➡ 20 世紀アプローチ 

終曲：時代を超えた音楽  
 武満徹：「小さな空」「うたうだけ」（生演奏）➡ 20 世紀日本を代表する作曲家・国際的な評価 
 ヴィターリ：「シャコンヌ」（生演奏）➡ 時代を超越した美しさ 

 
【教育方法上の特色】 
音楽体験中心の学習：授業やオンデマンドを通じて、中世から 20 世紀までの各時代における音楽の特
徴や各時代の楽曲が作曲された時代背景・社会背景・文化的背景を理解するだけでなく、音楽体験（演
奏映像視聴・生演奏）を通じて、「聴く」ことを重視。 
比較学習による理解促進 

 ブラームス（19 世紀） vs バルトーク（20 世紀）：民族音楽へのアプローチの変化  
 調性の段階的変化：ショパン➡ワーグナー➡20 世紀音楽へ 

反転授業の効果 事前学習（基本知識）➡ 対面授業（体験的理解）➡ 知識定着から感性育成へ 
 

【 「西洋音楽」の学習到達目標】 
1. 音楽史的変遷過程の理解 
2. 異なる時代・地域の音楽様式の聴き分け 
3. 音楽と社会・絵画・建築・文学等の文化との関係性の認識 
4. 「伝統」と「革新」の関係の考察 


